
ａ ■
THEROTARYCLUB ＯFYAMATＯ-NAKA

■■■

フ１
Ｊｒ」 r 可

Ｌ 』

』可

YOUAREMEKEYあなたが鍵です
lllllllllllllllllllllllllillllllllllllilllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllll１９８５-'８６R.|会長エドワドＦカドマン

上 田 会 長 ｸ ﾗ ﾌ ﾀ ｰ ｹ ﾂ ﾄ 仲 よ く 語 ろ う ロ ー タ リ ー
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出席報告

’欠席者（８名）
, l f 郡 布 施 橋 本
脈ケ‘島

古 山 士 熊 倉 松 崎 大 西 司 会 S A A 鈴 木 久 次 郎 君

ソングリーダー北砂富三君「奉仕の理想」

＜ビジター＞

加藤良肌材（綾瀬）
小島氏『;'ffil｣l本淳一涌
池田升雄荊仁科真人君
星 幸 ｿ ) 満 大 矢 暗 行 君
堀一一一ｲｉ黒田忠ﾘ)禰
鈴木恵一ｲ↑（大和）
古木哲ﾉく柑幕田沿-７１

邪が忙しくて例会に出席出来ないということで
退会j,ilが出ておりましたがfLI郵会で受f1l!致しま

した。(厚木）
小沢茂君（横浜瀬芥）
伊藤正巳君
｜､ﾄｨ墾沿一郎君

く幹事報告＞

。後!りlの会費を１州中に事務局へこ納入恥います。
。本|I例会後、定例の即事、役員会を開催致しま

すので'徹しくお|細い致します。'i.'；沼善治郎君（大ﾎⅡＨⅡ刺）
一

く会長報告＞

・貴方のクラブの鍵となった方をご推熊ドさいと

いうことで、ガバナーよりお手紙が届いていま

す。今年度クラブの雛となってご活躍いただい
た方を表彰しますというRIからのコピーも同

封されております。
。大変残念なことですが、染矢信行さんよりお什二

く委員会報告＞

ロ ー タ リ ー 財 団 委 員 会 委 員 長 中 西 功 君

為稗レートが１凡より２０２円になっておりますの
で、この折に是非財|､jlへのこ寄付をお願い致しま

す。
出 席 委 員 会 委 員 長 長 野 俊 八 君
来る１８tI(|jの炉辺会合ですが、是非多数のごlli席 』、

１．真実かどうか
２ ． み ん な に 公 平 か

S . 好 意 と 友 ' l 青 を 深 め る か
４ ． み ん な の た め に な る か ど う か
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本 日 の プ ロ グ ラ ム １ 月 ２ ３ 日
''1井宏氏（!Ii体l業㈱総務部長）

「企業内保育について」
１ 月 ３ ０ 日次ﾘと習級(覇,奈川大学教授）

｢相続について」

会 員 数
53名

出 席 数
４５名

出席率|罰回の修正
84.91ぞ 100箔



をお願い致します。皆様とともにロータリーにつ
いて語り合いたいと思っております。最近２年間

にご入会なさいました方は必らずご出席をお願い
致します。尚、当日ご出席されます方は、手続要

覧をお忘れなくお願い致します。又、当日は７時
からということで夕食は特に用意致しませんが、
必要な方には迅速に出前をおとりします。

出欠簿をお廻わししておりますので御記入下さい。
迫 田 浩 子 嬢 カ ウ ン セ ラ ー 辻 国 明 君
１９８２～１９８３年度ロータリー財団奨学生として

当クラブがスポンサークラブとなって送り出し、
西ドイツのデトモルト音楽大学で学んでおりまし
た迫田浩子嬢が今春めでたく卒業され帰国するこ
とになりました。皆様のボックスの中に彼女のリ
サイタルのちらしが入っていること■思いますが

来る３月８日に日野市民ホールにてリサイタルが
催されるそうですので、皆様も是非彼女の成長ぶ

りをみていたずきたいと思います。

クラブフォーラム ｢社会奉仕について」

古木社会奉仕委員長：今更申し上げるまでもなく
ロータリーの社会奉仕ということは手続要覧にも

書かれておりますのでお解りかと思いますが、反
復の意味で、かいつまんで読んでみたいと思いま
す。「ロータリーは個人個人を啓発することにつ
とめ、この啓発を通じてその人が社会に於ける自
己の立場を見出し、その立場に於いて奉仕を行な
うことが出来るようにする」ということで定義づ

けられていますが、社会奉仕としては決議23-34
号カミございます。これが岐近はいろいろ議論がわ
かれております｡が､これがなくしてロータリーは
あり得ない、又個人としましてもロータリーに入
っている価値がないと私は思っております。とに

角我々社会奉仕委員会としましては、ロータリア
ンとしてこの奉仕の理想の適応を実行することに

於いてよいのではないかと思っています。
私が感銘を受けています第１としまして「奉仕

の理論が職業及び人生に於ける成功と幸福の真の
基礎であることを団体で学ぶこと」となっている
ことです。私もロータリーに入りましてそれぞれ
の皆さん方からいろいろと学びながら個人の活動
をしており、個人として社会奉仕をしていくとい

うことが肢も大事であろうと思っております。ロ
ータリアンはその学んだことを主観的、抽象的な

理論で通すばかりでなく、客観的な行動に移して
いくのだということを私は勉強してきたつもりで

す。こういう事で皆さん方もやっておられるので
はないかと思っております。
ロータリアンとしては現存の機関を利用すること

が望ましいと手続要覧にも書かれておりますが私

もその通りであるように勉強し実践しているわけ
であります。社会奉仕はいろいろありますが、計
画書に記しました通り、高齢化社会に対する認識
を今こそ勉強したいと思っておりました。ロータ
リーの皆様はそれぞれ管理者であり経営者であり、
老後の心配というものは先ず考えておられないと
思いますが、そこで働らく従業員或はその家族に

へ

くお祝＞おめでとうございます.／

お 誕 生 日 鈴 木 久 次 郎 君 ( 1 月 2 1 日 ）
長野俊八君 （１月2旧）

御夫人お誕生日三浦泰之君かず江夫人(11月28日）
飯島順一郎君和子夫人(１月21日）

結婚記念日三浦泰之君 （11月28日）

藤田重成君 （１月21日）

創業記念日古木勝治君 （１月16日）
金 井 大 輔 君 （ １ 月 1 8 日 ）

へ

社会奉仕の調理法
1．私達のように活動的で献身的なロータリ
アンの沢山いるクラブを選ぶ。

2．明確なニーズに応える入念に計画された
プロジェクトをその上に加える。

３．完成までに十分な時間をとる。
この調理法は地域社会にくまなく役立つもの
である。



「世界中の貧しい人達、私達の兄弟姉妹は私達に

同情やあわれみを求めているのではありません。
この人たちに必要なのは私達の愛であり慈悲であ

ります。この人たちは愛し愛されることを求めて
いるのです。………貧しい人たちを理解するには、

誰が貧しい人なのかを知らねばなりません。ご承
知のように貧しさというのはパンに飢えていると
いうことだけではありません。今日の世界では愛

に飢えているということがあります。孤独にさい
なまれるという飢えもあります。人から相手にさ
れない愛されないかまってもらえないという飢え

もあります。…．．…･…お互いが愛し合うようにな
るためには、お互いを知りあわねばならないので
す。お互いに愛するようになれば、きっとお互い
に奉仕するようになるでしょう。」

私は常にロータリーは物を与えたり、お金を与え
ただけでは本当の奉仕にはならないのではないか。
そのためにこじきこん情をつくってしまう。
物の考え方をかえることにより、相手に良い印象
を与える場合と悪い印象を与える場合があると思

うのです。例えばお嫁さんがお姑さんの肩を叩い
ている姿をみて皆さんはどういうように感じられ
るか。見た感じでは何とやさしいお嫁さんであろ

う。と思われると思います。しかし本当はそのお
嫁さんの心づかいが問題であると思います。「早
くこんなおばあさん死んでしまえばよい」と思っ
ているのか「長生きして下さいね」という気持で
叩いているのか。形は見えても心までは見えない
わけです。ですから私達が社会奉仕をする場合も
形だけではなく心を添えてしていきたいと思って
います。その時に相手にもその気持は通じるもの
だと思います。
もう一つ曽野綾子さんの本から抜華させて貰いま

す
「もらい」「与え」「もらう」
この10年の間に私は何才から、あるいはどのよ

うな人が老人なのかを折々考え続けた。年金を受
ける年から。定年退職の年から、というような分
け方は当てにはならなかった。人間の老化の程度

ついて考えたことがあるでしょうか。否、考えな

ければ企業は成り立たないと思っているわけであ
ります。私は今、たまたま大和市の社会教育委員

をやっておりますが、今問題になっております高
齢化社会に突入しようとする時に生涯教育につい
て諮問されております。それを今私はロータリー

を通じましていろいろ調査研究をしていますが皆
様方の例会に於きましての日常の言動や或はいろ
いろの事業に参画する中で勉強させられているこ

とが私のもっとも喜こばしいことです又、会長の
、子供達に動物的ぬくもりを〃についても社会奉

仕委員会でとりあげても素晴らしいことであろう
と思っております。また具体的には行動には完全
に入ってはおりませんが、常に会長が求めておら

れました継続された卓話の中でいろいろと出てき
ております。こういうようなこともまとめながら
社会奉仕委員会でやっていきたいと思っておりま
す。

決議23-34がある限り、現存する限り、又この全
文にほれこんで私共ロータリアンとして日々活動
しているわけでありますが、今Ｕは４人の社会奉

仕委員の皆さん方が、それぞれ日頃行なっている
こと、又これから皆さん方に訴えたいこと、思う
ことを申しあげさせていただくことになっており

ます。そして会員の皆さま方からご意見を賜り、
まだ半年残っております社会奉仕委員会の事業に
ご注文いただければ幸いです。
又計画書に書いてあります、当委員会のメインで
あります身体の不自由な方々の一日招待なども計
画しておりますが、その時にはどうしたら宜しい
かというようなことも今から皆さんのご意見を賜
わればすばらしいものが出来ると思っております。
松淑ヨ君：社会奉仕委員会の副をやらせていただ
いております。委員長から10分間いただいたので

すが、この10分間は皆さんから７時間いたざいた
のと同じことであるので大切にしなければいけな
いと思いました。

世界的に有名なマザーテレサさんの本の中からす
こし抜革して読ませていただきます。

へ

へ



岩田君：ロータリーに入れていたずきまだ10ケ月

で、社会奉仕委員としての心がまえも出来ており
ませんし、こういう高い所に座らせていただいた
のもはじめてでこ､ざいますので、何をお話しして

よいのか解りませんが、身近かに私の会社でヴェ
トナム難民の顧用を致しておりますこの１年間に
私の感じました事をお話させていただきます。
一昨年12月39才の子供が５人いる（３年生２年

生１年生５才０才）人を知り合いにたのま

れあずかりました。非常にしっかりした良い人で
した。しかしいくら良い人でも家族構成から企業
が採用しなかった。これは非常に責任が重いので
す。それを私が預って参りまして昨年12月で丸１
年になりました。顧用がはじめての経験でしたの
で、どういう形で定着させるかということが問題
でした。いったん難民センターを出ますと彼等は

もう帰ることが出来ませんあとは日本の社会の中
に於いて自分で職を探して生活をしていくという
ことになっていますので定着して家庭が安定して
いくためにはと､うすくきかということで色々苦労

致しましたが、何れにしても本人が会社の中で仕
事を覚え、一緒に働らいている日本人の信頼を得
るということが一番大切であると考え、本人にも
それを言い含め、それには家庭のことを心配して
いたのでは出来ないから家のことは私が全面的に

責任を持ってあげましようということでやり、こ
の１年振り返ってみますと結果的にはそれがよか
った気がします◎家の方の責任を持ちました為に
小学校の入学、自治会でのあり方、法的な手続き

子供のために病院へいくこともあり非常に大変で
したが本人が仕事の方に何の失敗もな°く打ちこん
でいけるという体制をつくるためにはこれをしな
ければならない。そのあと２人加わり現在３人お
ります。非常によくやってくれます。むしろＲ本
の同僚が感心するほどです。彼等は生命がけで、

国を捨て秘日本に参りまして日本に永住権を取得
致しまして日本の社会に溶けこんでいこうと語っ
ています。彼等はホーチミン思想に従うことが出
来なかった。受入れることが出来なかったという

は実に人によってさまざまだからである。もっと

厳密に言えば、一人の人間の中でさえ一つ一つの
器官の老化の進み具合はまちまちである。私の場
合、関節は比較的柔かく行動も素早いが、生まれ
つきの近視の影響もあって、眼の老化は人より20

年もしくは40年も早くあらわれていたようである。
私は今、比較的誰にもあてはまり、かつ主観と客
観の一致する方法として「もらう」ことを要求す
るようになった人を何才からでも老人と思うこと
にしている。人間は子供の時には、まずもらうこ
とからはじまる。おっぱいを飲ませてもらいオン
ブをしてもらい、やがて学校へ行くようになると
ランドセルを買ってもらい、お弁当をつくっても

らう。これが15年から時とすると20年以上も続く。
しかし、その子はやがて独立し「与える」側に廻
る。妻子を養い、子供を教育し、年老いた親をか
ばう。そして何10年かたつと彼は老い、再び自然
に子や孫や社会から手助けしてもらい、与えられ

る立場に廻る。しかし彼が本当に一人前の人間で
あった期間には、彼は何才であろうと、誰かに何
かを与えていたのである。それゆえ、真の成年と
いうものは、肉体的年令が何才であろうと、与え

ている人であり、もらうことばかり要求している
人はどんなに若くとも老人である。という考え方
である。この徴候は自他共に明確にわかるから単
純でい詮のではないかと思う。
「ありがとう」と言える心を
それでは、若いうちから不運にも病気が出て、

受けるほかはなくなった人は20才で老人といわれ
なければならないのかということになる。そんな
ことはない。もしその人が鼓低限、感謝の心をも
ち、身のまわりの人すべてに「ありがとう」と言
うことさえ出来れば、それは看護をする人々に喜
びを与えるから、彼は立派に成年であって老人で
はない。
というように書いてあります。これは私、その人
その人の考え方で変わるのではないかということ
で、物の尺度は人それぞれに違うのだということ
だと思いました。

へ

へ



芦田君：すべて奉仕の問題は決議23-34にのって
いるわけでして、社会奉仕委員会の方々は、会の
メンバー全員が如何にして自然の中に社会奉仕活

動を進めていくかという道をつけていく事が仕事
であると思います。実践の方法は会員それぞれが
個人個人によって考え方によって実践していたず
ければよいことでありその方向づけを委員会でや
っていたざくことが任務であると思います。クラ
ブの奉仕とロータリー本来の個人の奉仕の２本立
てでやっていくことが大切であると思います。

長谷川君：只今の芦田さんと全く同じ考え方であ
ります。が一つ申しあげたいことは、ロータリー
という私共の団体が大和市内に存在しているとい
うことに対し、すくなくとも社会奉仕委員会は価
値のある、地域に対する積極的な働らきかけがあ
ってよいのではないかと思います。
亀谷君：会長が先日年頭挨拶の中でロータリーは
職業分類であり、奉仕の実践を行なう人を青てる
のがロータリーであると述べられていましたが、
私はこの一言に尽きると思うのです。
クラブとして一つのことをすることも勿論大切で

すが、同時に自分達個人個人が自分の職業を通じ
て社会奉仕をしなくてはいけないと思います。侭｜

人により考え方により、やり方により違った特色
のある良いものが出来ると思いますので、それを
クラブがサポートするというような形でいけばよ
いのではないかと思います。

清水君：お金を余り使わないでうまく奉仕をする

方法はないかと思いこの１年間考えてきたのです
が、結論は、金を使う使わないが区別でなくスタ
ートの所は全く同じで、昨年私がつくった新語を

紹介してその意のあるところをお話してみたいと
思います。世の中に「お金持ち」というのがありま
すが、広い心、豊かな心をもっている人を「お心
持ち」と呼ぶことにしたらどうかと考えたのです。
清水さんは金持ちではないがお心持ちだといわれる
ようになれば本当の奉仕ではないかと思うのです。
大和中クラブの人は皆んなお心持ちだと外の人か
らでも言われるようになったら本当に良いクラブ

ことだけです。北は恐ろしいと言っています。日

本語がうまく話せませんが、この恐ろしいという
言葉の中にはいろいろな意味が含まれているので
はないかと思って聞いておりました。何れにして
も彼等は思想革命の中で、いつの日か昔のような
国をというはかない現実を夢みております。が、
その理想とする祖国を持たないということは非常
に気の毒だと思います。我々は大変幸福だという
ことをかみしめまして終ります。
鈴木(久)君：社会奉仕について日頃の自治会活動、

地域の活動の中から感じたこと、又これから皆さ
んに特にお願いしたいことをお話させていただき

ます。
社会奉仕とは、常日噸身近かな所から奉仕をする
ことであり、ご近所の皆様と悪口を言い合える信

頼関係を結ぶという所からはじまるのではないか
と思います。いくら手をさしのべてあげようと思
っても相手の心がわからなければ、さしのべられ、
ないのです。地域のﾎ||互扶助という意味では皆さ
ん方が朝おきて夜寝るまで言葉をかけ合うという

事がもっとも金のか私らない社会奉仕だと思いま
す。「おはようございます」「今日ワ」「今晩ワ」
の一言でどの位その人達が幸わせになれるか。是

非地域で、ご近所の皆さんに、ちょっと藤の合っ
た方に声をかけ合うことを実行して下さい。
小学校時代「箸持てば天地御代の御惠父母と子孫
の恩忘れず」というような言葉があったと思いま

すが、よくかみしめてみますと、戦前から社会奉
仕というようなものがあったわけです。これをよ
くかみしめた中に自然と社会の恩恵というものを
守りつ秘奉仕を実践していたぎければ有難いこと
ではないかということを感じて話させていたぎき
ました。
古木君：我が社会奉仕委員会は以上４人で活動を
進めていこうとしておりますが、四者四様の意見
がまとまってこそ素晴らしい委員会になると私は
後半の活動に期待しております。皆さんの中から
我々に対するご指導がいたぎければ有難いと思っ
ております。

へ

画

へ



プです。宜しくお願い致します。

黒田忠男君（大和）お世話になります。

伊藤正巳君（大和）本日もお世話になります。宜

しくお願いします。

南雲浩一郎君（大和）お世話になります。今年も

宜しく。

古木哲夫君（大和田園）新年おめでとうございま

す。本年も宜しく
菅沼善治郎君（大和田園）本年も宜しくお願いし

ます。

幕田浩一君（大和田園）今回もお世話になります。

宜しくお願い致します。

鈴木久次郎君誕生祝ありがとう。昭和1ケタの
４２才(?)です。これからも元気で頑張ります。

長野俊八君誕生日のお祝ありがとうございます。

半世紀が過ぎまして折返しの２才になりまし

た。只今ロータリーの幼児教育に専念してお

ります。大人の皆様にはいつもお世話になっ
ております。今後もご指導をお願いします。

藤田重成君つい忘れる結婚記念日祝っていたぎ

き有難うございます。

飯島|順一郎君家内の誕生日祝有難うございます。

金井大輔君倉'１業記念日を祝っていたざいてあり

がとうございます。また来年も宜しくお願い

致します。
富沢壺徳君昨日長女が無事成人式をあげること

が出来ましたので

後藤定毅君厚木クラブのlll本さんがメークアッ

プに見えました。私の厚木高校時代の同じク

ラスの親友です。新年早々嬉しくてスマイル

致します。

になるのではないかと思います。気持ちの良い人
達、お,心持ちの人をつくるということが、ロータリ
ーの目的の一つではないかという気がしておりま

す。
北砂君：自分自分が社会の奉仕の実践に入ってい

くということしかないと思います。これが団体的
に出ていくと会長ではないですがライオンズクラ
ブじゃないかという事になってくるかと思います。

個人個人があくまでもロータリーの精神を勉強し
なおして、社会に精神的にも実践的にも入ってい

くのがよいのではないかと思います。
上田会長：私、嬉しくて何も申しあげる言葉はご

ざいません。社会奉仕委員会の方々は申すまでも
なくご発言下さいました方々、それを拝聴して下
さっている方々皆んながこんなにまで社会奉仕を
よく理解しておられたかと思うと大変感激でござ
います。それぞれに皆すばらしいお話でした。一

言で申しあげさせていた寸きますと相手を理解す
るところにやさしさが芽生える。ロータリーとは
そういうものではなかろうかという気が致しまし
た。

へ

句

＜スマイルボックス＞委員長古川厳君

山本淳一君（厚木）初めてお邪魔致しました。

後藤君とは厚高の同級生です。宜しくお願い

致します。

小沢茂君（横浜瀬谷）新年明けましておめでと

うございます。本日はお世話になります。

池田升雄君（描浜瀬谷）本年も宜しくお願い致し

ます。

仁科真人君（横浜瀬谷）お世話になります。

加藤良興君（綾瀬）お世話になります。

星幸男君（大和）本日も宜しく

大矢晴行君（大和）皆様明けましておめでとうご

ざいます。本年も宜しくお願い致します。

堀一一君（大和）明けましておめでとうござい

ます。本年初めての貴クラブでのメークア､ソ

へ


